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              はじめに 

 

本機関誌は、「菅直人内閣の戦略的失敗」について述べたものである。 

我々は民主党を支持しない。しかし、総理大臣が、使い捨てライターのごと

く、日替わり定食のごとく、替わることには、国益上、そして、国を愛する者

として反対である。 

 

一国のリーダーとは、そんな軽いものではない。一国のリーダーが、日替わ

り定食のように替わっていたら、この国の滅亡は時間の問題となる。しばらく

は、菅直人に任せるより他にない。一国のリーダーを育てるのは、国民である。

そして、国民もまたリーダーを育てる過程で、成熟した大人の国民として育つ

のである。政治家と国民が、共に育ってこそ、はじめてデモクラシーである。 

 

筆者は、昨年、桜の苗木を植えた。害虫を駆除し、台風や雪から守ってやり、

育つのをじっと待った。そして、今年、小さな桜花が数輪咲いた。うれしかっ

た。来年は、もっと大輪の花が咲くだろう。人も同じだ。じっくりと育てるよ

り他にない。風雨は吹きまくるだろう。その雨風の一つが、我が戦略大学であ

る。菅内閣と民主党を遠慮なく叩く、日本のために。 

 

愚かな蓮舫に１７０万人が投票するごとく、国民もまた愚かである。蓮舫の

詭弁とパフォーマンスに引っかからないために、国民もまた知的鍛練を怠らず、

政治的に成熟しなければならない。 

１８万人の山梨県民が、日教組出身の売国奴・輿石東に投票した。政治家が

売国奴ならば、国民もまた売国奴である。 

蓮舫と輿石東、衆愚政治家と左翼政治家、この二つが同居しているのが、民

主党である。日本国が溶けて流れるのは当然である。 

 

本論文集は、愚かな民主党と愚かな菅内閣を批判し、蓮舫的なるものと、輿

石的なるもの、この両者を駆逐することを目的とする。なぜならば、この二つ

こそが日本を滅亡させる元凶だからだ。 

本論文は、「戦略大学」と「ディベート大学」の会員が執筆した。ここに名

前を記し、御礼と感謝を申し上げたい。 

 

青木 恒 長谷川賢二 押田信昭 竹内勇人 正木隆 江原裕 塚越幹夫 

金井健司 小出大和 柳澤賢治 宇野英明 黒崎 浩 辻 俊昭 

 

また平素から、ご支援・ご指導をたまわっている北岡正敏・神奈川大学工学

部教授には、心から御礼を申し上げます。 

 

  平成２２年８月１日 

        「戦略大学」＆「ディベート大学」主宰 北岡俊明 
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